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標準語 十 十 ±
太原方奮 一 十 　
大冶方言 一 ± 十
輿方言 一 一 十
　太原方雷では“他送給我…瓶好酒”に代表される第1構文が広範に用いられ，“妙こ菜3”
のようなMAK巳型動詞や“倫”のようなTAKH型動詞まで第H構文に現れる。例えば，
　　（1）我妙給他…盤子鴻蛋。（彼に卵を一皿妙って与えた）
　　（2）他倫給小王一紛答案。（王に〔他所から〕答案を一部盗んで与えた）
また，太原方雷には標準語に見られる第1構文が存在せず（動詞が“給”の場合を例外と
する），“他送給我一瓶好酒”とは雷えても“＊他送我一瓶好酒”とは言えない。徹底的な
第豆構文依存型の方言であり，第R構文における“姶”は箭置詞として，“カ”“替”の意
味しか表さない。
　大冶方言の場合，授与構文として最も活躍するのはIOを文末に置く構文である。その
場合，IOは標準語の“給”に相当する前置詞（“了［1e3〕　”）によって導かれることもあれば，
単独で現れることもある。下例の“了［le3］”は省略することが可能である。
　　（3）称送碗芋訣園子了弥伯，渠忌介喜介帯冷奈西。（弥送給弥伯伯一碗芋典圏子，他
　　　　非常喜欧逮介奈西）
＜V＋IO＋DO＞の第王溝文もかなり普及しているが，それは標準語からの借用形式である。
また，大冶方言は“他送姶我一瓶妊酒”に代表されるag　E構文をもたず，“送姶”に棺当
する〈V　T　［le3］〉は，“把”携文，主題化文などDOが前置される場合に限って見られる。
　　（4）我送傘渠。～我把傘送了渠。～傘我送了渠。
第1獲講文において受領者を導く場合は“了〔le3］”ではなく，“給”を用いる。
　　（5）学校給玉梅奨了一部夏褄机。
　輿方言には標準語の第王購文第H溝文，第IH構文いずれも存在せず，　IOは単独で或
いは“姶”相墨成分に導かれて文末に現れる（66）。既述のように，標準語でもIOが“給”
に導かれて文末に現われることがあるが，決して活躍する構文ではない。逆に，輿方言に
おいては〈V＋DO＋圃〉のみで授与表現がカバーされている。
8．2．IOの出現位置という視点から標準語と他の3方書を比較すれば，標準語は左寄りの
傾向が極めて顕著であることがわかる。この傾向は時に既存の用法記述の枠をも超えて見
られる。例えば，
　　（6）a．昊新剛姶他通了…介手鍋，他梢梢地把股上擦了擦。（張平：挟拝）
　　　　b．栃農明絵笈畜的人通了一ノト条子。（湛容：真真假假）
　　（7）会双笈姶地一本妃念器，一介人造革軟笑，一畳活頁紙，一管英雄鋼筆；筆上刻着
　　　　五1井四美字祥和娩的名字。大会迩給娩笈了一枚録底臼花約箆念章。（王蒙：厭患
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　　　　浪止）
　朱徳煕（1979）の分類に従えば，“通”も“笈”もGIV匹型動詞でありく67），“野に導か
れて動詞の甫に置かれる成分の意味役割は受益者であって受領者ではない。張伯江（1999）
も“小朗姶我通了一快橡皮”の成立に疑問符を打っている。しかし上例（6）（7）において“蛤”
に導かれた成分は明らかに受領者である。この現象は標準語という統合型言語の文法記述
の困難さを物語ると同隣に，GIVff型動詞がプロトタイプ範疇でありt周辺的なメンバー
を含むことを例示しているが，下例を加味するとさらに一歩突っ込んだ臆測が許されよう。
　　（8）“睡覚去。送給弥老人家一包洋火！”他放在稟子上…包火柴，……（老舎：略駝
　　　　祥子）
　“放在巣子上…包火柴”は標準語の文法ではない。標準語は“在巣子上放了一包火柴”
と表す｛68）。終点が動詞の左方にまで移動しているのである。“放在巣子上一包火柴”の“在
東子上”は時に“放了…一包火柴在巣子上”の如く文末に置かれることもある。
　　（9）老人家……放了一一碗涼水在官佃的虜醐里，……（梁暁声：穰子卿）
　　（10）慧如去深埆前放了一台摩托牟在院子里，……（王静恰：静如人生）
よって，“在＋葵点”も“姶刊o”と同じく3つの出現可能位置を有しながら，標準語で
は最も左方に位置するのである。ここから推して，“送一包洋火給弥老人家”から“送給
称老人家一包洋火”へ，そして“給称老人家送一包洋火”へという変化が発生しない保証
はどこにもない。理論上は成立する“罵給他一封信”や“介多召給他一介人”の実例が観察
されず，実際には“給他窩一封信”，“給他介多召一冷人”として実現していることを今一度
想起されたい。
零本稿は拙稿〈“普通話”の授与講文〉（『中国語普通話文法と方言文法の多様性と普遍性
に関する類型論的・認知言語学的研究』，平成13－16年度科学研究費補助金基盤研究B
　（1）研究成果報皆書，課題番号：13410229，代表1古li｝裕，2005年3月）に加筆訂正
　を加えたものである。
（Endnotes）
1　杉村（2001）に簡単な指摘がある。
2　杉村（2000）参照。
3　杉村（2000）参照。
4　徐星は1956年北京に生まれ，この小説の発表時29歳，全聚徳の“清沽工”だった。
5　コーパスの大きさは里070万字超で，主として1970年代後半以降に畠版された，北方作家の手に
　　なる文学作繍から成るが，巴金，老舎，曹禺，越捌理等の作品を一部含む。
6　方需文法調査の手引書であるHashimoto（王993）は，二重饅的語構文の研究に有意味な動詞分類と
　　して以下の5類を挙げているがt①③⑤は語彙メンバーの選定に難が認められる。⑤を独立させ
　たのは10を文末に置く梅文が成立しない点を考慮してのことであろう。例えば“率我向了…旬活
　姶他”や“＊老朔1回答…ノト朗題窒合我”（弓民伯江ig99）は成立しないG贔叔湘（1983：4．3＞は，文書
　においても”教”や“示”のような動詞は〈V＋DO＋－1：＋IO＞という講文を構成しないと指摘し
　　ている。
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　　　　①the“give”type（送，教，賜……）；②the“pseudo－give”　type（毎［桔3，寄，介多召……）；
　　　　③the“dePrive”tyPe（捨，災，傘……）；④the　“make”　type（湖，刻t妙，打〔毛衣］……）；
　　　　⑤the“pseudo－acquire”type（削，國答，　Ylj……）
7　朱徳煕（1979）は北京語には“給給”という形式が存在しないが，方雷にはそれが観察されると述
　　べ（例えば山贈文水方齋），北京語の第1構文に述語として現れる“給”が“鎗姶”の緊縮形で
　　ある可能性を示唆している。“姶”の二重租的語を従える能力が他を圧して高いことを考え合わ
　　せれば，この推測は音声的な根拠のみならず，文法釣な根拠も有すると書えよう。
8　詳しくは施英濤（1981）を参照。｝lashimoto（1993）は，“iUs　nQt　quite　correc毛to　say　that　we熱ave
　　acase　of　structural　homonymity　here．　The　form　NP，＋9a　＋NP，　－y　VP　always　marks　the
　　Benefactive　construction；it　may　also　be　a　form　of　the　Double－Object　Construction　if　certa圭n
　　types　of　verbs　occur．”〔ここで構造的な嗣形異義が生じているとみなすことは必ずしも正しくな
　　い。NP汁給＋Nρ2＋VPという形式は常に受益購文なのであるがtある種の動詞がそこに生起し
　　た場合，それはまた二重目的語の構造でもありえるのである〕と述べ，沈家燈（1999：101）は第
　　99構文を次のように定義する。“整体意文是‘対某受惑難栃友生轟蔓劫作’。至予幼作的参妬考是否
　　蓬事物襲移的葵点，勾式本身井没有規定，醐是由其他囲素決定的。”〔構文全体の意味は「ある受
　　益者に対しある行為が行なわれる」である。行為の参与者が事物の移動の終点であるか否か，構
　　文はそれを規定しておらず，それは他の要素によって決まる。〕“姶”に導かれた成分が受益者で
　　あり受領者ではないことの根拠として，顧1≦獣1999：74）は‘我給称災了一本＝｝3”に“明天再象来”
　　を続けられることを挙げている。“称”が受領者であるなら，行為完了時に“1ボは“称”への
　　移動を完了していなければならないという主張であろう。
9　沈明（2002）によると，太原方書では“小強欝給我一本∫1ジと“’」・張借了…一本勢鈴我／／1・張給我儀
　　了…”’本弼”の意味は異なりゲ前者は“小張摺自己酌郭借給了我”，後者は幡小張夙甥姪借了一幡文
　　幽瞠念了我”という意味を表す。北京語はDOの飯属に関するこの区劉に無頓着であるが，本稿が
　　第頂・第W構文に需及する場合は第獲構文に準じる事象を表す場合に限られる。
10動詞には「結果に関わる認知フレーム」も考えられる。例えば“少悦蒲句肥弥，不会当1脚巴把称
　　輿了♂（叶セ苓：全家福）や“能吃的都吃了，可雲的都嚢了♂（戴厚英：人綱，入1）のような
　　場合，“翼の認知フレームに受領者が関わってくることは少ない。
li情報・知識・技徳などの伝授を表す“教、告訴”などもGIVE型動詞に含まれ，階に“給”を伴
　　うことがあるが，“告弊給”は10のみを従えt二重租的語を構成することはない。
　　　　　大姐就教了鞠太太一ノト吃法，……～他没教給称几手高招鴫？
　　　　　我告訴稼一冷最妊的消息。～悠放心t我明天把什広都告訴鍮悠1
　　“詞”と“闘答”も：重目的語構文を形成するが（“我1層了イttl　…一一，句話”，“我要角咽餐我一全i場題”），
　　“姶”と結合することはない。“詞”は疑問を提出して10から知識・情報を取得する行為であり，
　　IOに対してそれらを擬供する行為ではない。“＊我［瑠了～勾橘給他”と言えないのはその反映で
　　あろう。“向”に“向（某方面或某人要奈西）：我～他借両本1ボ（現代汲｝吾潤典）という拡張義
　　があることを想起されたい。“剛答”は提起された問いに応じることを言い，知識や情報の伝達
　　自体は“教、告訴、脱、勾”等の具体的な行為によって担われる。よって“遡筈”も“給”との
　　結合は難しい。張偏江（ig99）には“老帰答夏給学生一ノト晦題”という例が見えるが，“答夏”は
　　通常“老師絵学生（R9［｝裡是選）一一介明娩的答夏”のように使われる。徐枢（1985：70－82＞参照。
12動詞にもよるが，“姶”が要求される状況として「已然」が挙げられる。例えば“借”は「貸す」
　　と「借りる」という方向の相反する行為を表し，“張鷺借箏四一奉肺”はヂ李闘に貸す」ともギ李
　　闘から借りる」とも理解できる。しかし周長根（2000）には“借”が“y”を伴うとほとんど「借
　　りる」という意味しか表さないという指摘が見える。この指摘に基づけばt“借姶了”の“姶”
　　は落とせない。落とすと「貸した」が「借りた」になる。寧波方書ではこの紺立が定着しており，
　　林璋他（2002）に拠ると，“借了”に相当する“惜勒tTは「借りた」という意味しか表さず，　f貸した」
　　は“熾披”一“借給”に相墨一としなければならない。標準語においても，コーパスに見る限り，
　　「10は第一人称，事態は未然」という場合を除き（例えば“借我図、牧者机脚媚），二重目酌語
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　　構文に現れた“借”は，ほとんどの場合“了”の有無を問わず「借りる」の意味で使われている。
　　ネイティヴの内省に基づく判断は声建（2003）参照。下は「貸した」を表す珍しい例である。
　　　　　屑来三E教授搬家，四銀硬拉我去新層糠鵬轟壁，董老荻力表鼓励，僧了他一套那朴本子。（李
　　　　　暁：継鎮操嫁）
13　ここで行為の全過程（“完．整漣程”）を表すと雷うのは，G｛Vξ型動詞はもともと自らの意味の中
　　に“給”の意味を包含しているけれども，〈V姶〉それを実際に形式化してみせた形式であると
　　いう意味である。
14“送，借（佛ω，迩”が意味するのはDOがIOの手に渡るということのみであって，それが具体
　　的にどのような動作によって実現するかを述べてはいない。その意味において典型的な授与動詞
　　なのである。
i5　このような見解をもつ研究者は第H構文，第IV講文における“給”とその琶的語を“介箕ネト磁”
　　と呼ぶことがある。しかし彼らも〈V姶〉がすでに複合語化していることに気づいている。複合
　　語化の根拠の1つは，Vと“給”の間に選択鋼限があり，標準語では“姶”はDOの10への移
　　動を引き起こす動詞とのみ結合する。もう1つの根拠は〈V蛤〉が“了”等を伴うとき，“了”
　　等はVにではなく＜V姶〉に付属することである（“なV＋了＋給＋10～V牽給＋了＋IO”）。り拶
　　災（1986）は，歴史書語学の立場から，前漢における〈V＋匂／予／遽〉一〈V給〉と同タイプの
　　表現形式一の出現に関し，Vの複音節化にその動機を求めている。これは〈V＋与／予／遺〉が
　　GIVE型動詞から始まったことと合わせ留意されてよい指摘であるが，張国究（2GO2）に奥夢具
　　（1986）への反論が見られる。
16太振方言は特異で，第H講文のみ成立し，第1構文も第IV構文も成立しない（“富他送我一瓶好酒
　　～他送給我一瓶好酒～8他送一瓶好灘鍮我”）。詳しくは沈明（2002）参照。
17　頚i≦鼠1999），ヌ［≦思穎（2003）など参照。
18　“北京橘”を含む“北方活”の口語では“逓銀隼光一本几輝のような表現も許容されるようで
　　あるが，まだ調査不十分である。例えば，中州（1973）が“俄鎗李四一本⑫”は「まったく変で
　　あり」，“我姶他…本1書”と「しなくてはならない」と述べる一方で，張伯江（1999）には“他粥罵
　　布館一嚢善本二醐“我交繭1蔀一幅蘭”のような，普通名詞がのに充当した用例が見える。筆者の
　　調査に基づけば，中川（1973）の指摘は動詞を“蛤”や“借”以外のものに換えるべきであり，張
　　伯江（1999）の例も標準語の文法としてはやはり’胎”を付加したい。“給”は二重目的語を従え
　　る能力が極めて強く，以下のような例が観察された。
　　　　　逮好比絵…介在沙漢申1】臓人、。…杯水。。矛験…全在滋享永池中的瓦。・司制（，。，意又肯定
　　　　　不綱。（雄淑敏；療始股）
　　　　　“必差令”的男一酸意思，就是再鍮包孫沈祥福在内的困奥某些人員lo最盾一次机会D。。（附
　　　　　代商根）
　　以下の例は℃が数燈詞を帯びた普通名詞，DOが裸の単音節名詞という，きわめて稀な講成に
　　なっている。
　　　　　他干嚇鎗～ノト売頼10銭DO呪，敲作？（康道宇：人獅）
　　但しこの“一全元頼”は意味的に「不定」名詞句ではなく，特定の人物を分析的に表現した「定」
　　名詞旬である。杉村（2002）参照。
　　　隊建民（1986：88）には“‘鎗’在北京目藩難常常脱落”という指摘がある。“北寒Li協”と限
　　定されている点が注穏される。筆者のインフォーマントの一人（北京人，大学卒）も“蛤”を使
　　わないと“」二括”“俗活”の感じがすると述べる。隊建民（1986：89）はまた，述語が二音節動詞
　　の場合はたとえIOが闘有名詞であっても“給”の付加に対する要求度は低く，“給”を付加する
　　と“断起来反而不大）」慣”と述べる。“福利委員会ネト助李廃燕一件棉衣”のような例であるが．
　　こんなところにまで音節の問題が絡んでくるところに，中屡語のシンタクスの捉え難さがある。
　　以下は二音節動詞が“姶”を帯びた例である。
　　　　　音琢学院附中分醗鎗姫一杢…居室的宿念，……。（涯懸喉：窺浴）
　　　DOの形式購成に関しては，中川α973），朱徳煕（1979＞，沈家燈（1999）等参照。
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19　朱徳熱（1979）に“趨元任先生畝力　‘輿、送、輸’帯側接寅治離必須有‘姶’字（《汲濡測線吾法》
　　161災）。他的親察似勾今天北京橘宴；赤情況不符。”〔趙元任氏は“婁、送、輸”が間接欝的語を伴
　　う場合，“絵”の付加が必須であると考えておられるが，この観察は今の北京語の実体に即して
　　はいない〕という指摘がある。前注に引いた巾規氏のインフォーマントが年配の“老北京”であ
　　ったことも記憶しておきたい。
20　（8）一（ll）における“姶”の使用に関しては，ほぼ岡様の状況が湖北省大冶方雷でも観察されて
　　いる。注国股（2000）参照。“北京iガを含む“北方橘”の1．1語では“鎗”を使わなくても許容さ
　　れるようである。以下に挙げるのは北京の口語文法を記述した論文で見つけたものである。
　　　　　快把毛llj通我1（方梅1991）
21以下の例では，IOが固有名詞で〈　　＋IO＋（数）盤詞＋DO＞という環境では動詞が“給”なし
　　で現れ，〈　　＋IO＞という環境では“給”を伴って現れている。
　　　　　黍陶民送了叶ヨ三彼多画，一褥吋季陶民画了一弧画，不満意，1灘卓了。叶三撞起来，jLt些
　　　　　H子送姶季陶眠看看，黍陶民覚得也迷不錯，就略改改加了題，又送給了叶三。（注普棋：
　　　　　釜賞家）
22Goldberg（1995：6．2）は英語における二重羅酌語の形式的特異さについて次のように指摘する：
　　Ditransitve　expressions　are　syntacticaily　unlque　in　allowiRg　two　nonpredlcative　noun　phrases
　　t◎occur　directly　after　the　verb；the　fact　that　English　will　ailow　such　a　con員guratio捻is　not
　　predictable　from　other　constrttctlons　in　the　language．〔二重欝的語という表現形式は構文論的に
　　独特である。述語性のない名詞句が2つ直に動詞の後に続いている。英語にこういう形式が許さ
　　れることを英語の他の構造から予測することはできない。〕
23　ここで留意しておくべきは，〈V給〉を述語として10と〈数堂詞＋DO＞を1つの構造にまとめ
　　上げる場合tIOが代名詞であるか否かを問わず，統計的に見た場合，二重B的語構文よりもむ
　　しろ“把”構文の方が優勢であるという点である。とりわけ現場で授受が完成する場合にそれが
　　言える。杉村博文（2002）参照。
　　　　　他掘一扮屯活竜最交給賀迭。（渇獲オ：走遡i暴夙雨〉
　　　　　“那悠広行，多受難♂他悦着，把一瓶鋳通姶我。（石英：結婚ヌfil）
24英語の状況に関してはGoldberg（1995：2．3。1）を参照。
25　（17）の“支援”は三項動詞として認めるべきかもしれない。（18）の“多己念”は“贈送妃念品”の
　　シーンが“紀念”を“懸送”の代稽であると理解させる。嚢銃林（2004）は，このような構文のも
　　のまね（“套翔”）は基本レベル範購でしか起こらないと主張するが，“麻煩”や“握醒”を授与
　　行為の基本レベル範晦であると霧えるかどうか疑問である。
26一般的傾向として，同じ意味で長短二形ある場合，長い方が短い方に比べより丁寧な表現になる
　　と霧われている。
27根原茂他（1987；18－20）「9．敬語はありますか」参照。
28下例下線部の使い分けなどを見ると，“念着願潤”の要素も排除しきれない。
　　　　　我就和家珍商燈是不足掘猟霞送鍮翅入鏡了，妊省下些銭供有庚念髄。甥看夙霞所不到，不
　　　　　会説，始可聡明梶，我湘家珍一説起把楓霞送人的事，夙霞褐上就会担這荻来看我創，……
　　　　　（余率：活蔚＞
29南北を問わず，多くの方需においてこの点はさらに明確に鵬ている。例えば沈明（2GO2）は，“太
　　原猛‘V姶’句中的‘姶’本身就表示辻去或完成”〔太原方鴛では“V給”文中の“姶”窃体が
　　過去あるいは完成を表す〕と報告している。
30　沈家燈α999）は“如果力li‘了’須加在……‘V姶’癖，一般要把0提蘭”〔“了”を加える場合は
　　〈V姶〉の後に加えなければならず，逓常，闘的語（DO）を提前する〕と述べ（注①），“我絶那
　　所房子嚢鍮了｛fjl”を例として挙げている。
31　この“送給女翻は“端給娩”あるいは“給姥送去”の意味であろう（7、2参照）。このような使
　　い方は珍しい。作者の尤附15は“1943年生，山奈牟平曇人”と紹介されている。
32下例“拍”は外向き移動動詞として使われたものであるが，「叩く」から「接触」へ，「接触から
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　　移動へ」という意味拡張が行われたものであろう。但し日本語では「彼に叩き付ける」と雷い，
　　「’彼にPgjきやる」とは需わない。
　　　　　十分榊，我把那検討冨完了。“嚇”，拍給他。（隊建功：購科）
33声建（2003）には“張鷺拐李；川一本耀’という例が授与構文の例として挙がっている（移くの被
　　験者が授与の意味に理解した」）。興味深いのは，それに“了”を加えて“張三拐了李四一本偶”
　　とすると授与の読みが消え，例外なく“嶽濁把李四的劇姶拐了”と読まれるという報告である（6．
　　2，6．4．3参照）。“張鷺婁了李閣一本頽”でも被験者40人中27入が“弧黒掘李四的1望念嚢了”
　　と理解している。
34　裳統林（2004：3）はサッカーというシーンの中で成立する例として“小明賜小隼一奈斜銭球”を
　　挙げ，次のように述べる：“典型劫洞的拾光鑑杓被多蓮i鈎包装之后，逮介結絢（或称句式〉也就荻
　　得了糠型酌格式意文，井且勾式作カー稗形式和意又的配対具有枳当約模塑性。鴬能把那些准薦文
　　L醸句式意又不岡、侶是又不相紙触的幼凋吸牧遊来。”〔（ある意味タイプに）典型的な動詞の項
　　講造が（シンタクティカルな）講造としてパッケージ化されると，この構造（或は構文）もプロ
　　トタイプ的パターン義を獲得し，且つ形式と意味の結合体として強い模造性を有することになる。
　　（その結果）それは，構文義と意味良勺に異なりはするが，しかしまた抵触することのない一部の
　　動詞を（自らの中に）取り込むことができるのであるe］
　　　そして，このような語彙の“吸枚”は“表込精多H化elaboration”（授与を表すと同時に，その
　　方式をも伝える〔投げ与える〕）に対する欲求によって語用論的に動機づけられているとする。
　　確かに一般論として，“拐、馳”や“錫”が二重目的語構文を構成しうる可能姓は高いであろうし，
　　それが実現した場合，褒麟林（2004）はそのメカニズムを正しく把握したものと言えよう。しかし
　　語用論的な動機づけに関して欝えば，〈V＋多合〉という形式の採用も含め，“吸牧”しないで済ま
　　すことのほうが中国語の実際として圧倒的に多い以上，方式のプラスだけでは“表迭精負1！化”へ
　　の動機づけとしてまだ弱いように思われる。受領者の背景化といった視点も取り込まれていいの
　　ではないだろうか。6．5の議論を参照。
35「投げつける」は通常t投郷目標を“朝”や“向”で導き表現する。例えば，
　　　　　災老双狼狼地将一一木破・r弱勇他拐去。（呂蕨：圓寂的天）
　　　　　“壕什広1斎生1”人偵向他拐石羨。（宗嘆：魯魯）
　　投郷目標を“姶”で導き動詞の前に罎けば，岡じく「投げてくれる」ではあっても，授与を表す
　　“携給”との対立から，以下のように「ありがた迷惑」な方向へと傾斜する。
　　　　　再湧把球迷得罪太多，悦不定郷天姶我拐西鉦柿、易拉罐，実在犯不着。（杉【1萌：球迷嚇型
　　　　　没笑活）
36　張伯江（1999）に従えば，授与行為が「動作行為発生の現場で完遂される」か否かに両考の違いを
　　求めることになろう。張伯江（1999）は二重臼的語構文を“双及物式”（ditransitive　construction）
　　と呼んで，Goldberg（1995）を参考にそのプロトタイプを次のように定義する：“在形式力‘A＋V
　　＋R＋P’的句式里，旛事者有意地把受纂職移姶接受者，遠介這程是在友生的現場成功地完成的。”
　　〔〈A＋V＋R＋P＞という形式の構文において，AGENTが自らの意志でPATIENTを
　　RECIPIENT（の支配下に）に転移譲渡し，その過程は発生の現場で成功裏に完遂される。〕
37　上海語の例は“結披俳件絨銭杉”（標準語：零駅姶他件毛衣），“果援我…根項縫”（標準語：宰莱姶
　　我一根項縫）など。三木（2002）参照。
38　下例は“勾”が“姶”を伴った上で二重爵的語を帯びた珍しい例である。作者は北方作家（ig48
　　年北京生まれ）であるが，朱徳煕（1979）はMAKE型動詞と“給”の合作によるこのような溝文
　　の成立を否定している。
　　　　　イi三附勒泰，隼北普鋒勾給海涛一鹸情醇。（張承志：北方的溝）
　　　また，以下の例は“把”構文において“写”が述語となり“姶刊0”を伴ったもので，作著は
　　“京派作家”である。
　　　　　金秀，称把蘇玉英家的地蛙篶鍮我。（蘇建功・趣大∫1三：饗城根）
39　“死塗念称伯暦”などでは主語として取り立てられるべきNがもともと存在しない。例えば“イ胴ll
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　　要お我，我就荻撞嫡死窒舗く創庸♂この場合，空位になったのは“一玲”で（“死…今給伽1矯”），
　　㌧石＼”は移動すると「ゼロ形式」になると説明するのであろうか。下例参照。
　　　　　小昊就在楼上臼家購：冶．i二賊：他娼的，不就是介死喝，活着逐有瞼意思。我要嬉一冷給稼官］
　　　　　看看。（石桝！由：片驚栃蕉的一天）
40　次のような例が発見された。
　　　　　墓志銘鰐鎗死人，却是給活人器的。（刈瓢；虚ilD
　　これは“墓志縮是鍔姶死人看的．却是姶活人看的。”から下線部が省略されてできあがったもの
　　と考えておく。このような操作は珍しいものではない。例えば
　　　　　漁然他是乗公亦奉，漁然他明明看清楚的。（L’14・淑敏：一麗米）
　　この文を完壁な形に作れば“当然他是乗公亦箏的，当然他是明明看濤楚的♂となるが，現実の
　　文では1つ騒の“的”と2つ饅の“燵”が落ちている。
41　コーパスに発見できる取得型第1構文の実例は僅少である。これはおそらく取得型第1構文が損
　　当に｝コ語的な表現であることを物語るのであろう。周国光（1997＞によれば，言語習得の初期（1
　　～5歳）にも取得型第1構文は出現しない。加えて，第1構文の上に授与と取得が重なる義象は
　　汎方覆的なものではない。広州方奮では，授与は“角く欝五本君我”のように表現され，取得は砧称
　　fY・f・我鷺本乖”のように表現される。詳しくは黄伯柴主編（1996），刻丹青（2001＞等参照。
42授与と取得の上位に“使鞍移”を置く主張は仁騰（2000）にすでにある。嚢硫林（2004）も第1構文
　　の上に授与と取得が重なる現象を特に問題視はせず，“襲移”構文に授与動詞が入れば授与構文
　　となり．取得動詞が入れば取得構文になるだけのことであり，動調と構文の“互幼”（interaction）
　　で意味は決定されると片付けている。嶽伯江（1999）は，張露院とも裳簾林とも異なりt取得型第
　　1構文の出自は授与型第王構文が拡張して生じたものであるとする分析を提出したがC牧1歪浬
　　表‘鍮予’的双及物武可以引r｝咄衰示取得’的語文”〔中国語の「授与」を表す二重他動講文
　　は「取得」の意味を導き出すことができる〕），その後の進展は見られないようである。
43李宇明（1996）はこのような文脈において“的”の付加は必ずしも必須ではないが，｛寸燃した方が
　　自然であると指摘している。以下の諸例は‘‘酌”が付撫されていないにもかかわらずt単一穣的
　　語とみなす方が勝っていよう。
　　　　　伽1］干喝掩入家弼包1［どうして人のカバンを……3
　　　　　伽1］掩小骸几奈闘就不ヌ劇　［ちっちゃい子の物を……］
　　　　　｝帽窟迭（a－一悦，我真有傘了死人銭的感覚。［死んだ人のお金を……］
　　これらの例において所有者はいずれも「特定の所有者」としてではなく，むしろ所有物の「属性
　　を規定する成分」として働いている。例えば最初の例（あんたらはどうして入のカバンをむりや
　　り取り上げたりするんだ）で「人の」は「所有権が惣分にではなく人にある」という意味を表し
　　ている。
44　注国姓（2000）参照。
45　　暫冒え‘ま疹嘆15「1（1999＞。
46　“傘”を与騨未指定と見るか否か，意見が分かれる。例えば，朱徳煕く1979）は“裳”をTAK鉦型
　　動詞に分類し，蓑鱗林（2004）はそこから更に一歩進み，“傘”を“姶”に対鐙し得る抽象度の高
　　いTAKE型動詞だと見ている。しかし，両者ともに“掌給＋IO”の存在との折り合いをどうつけ
　　るかは考慮されていない。
47張伯江（1999）より引屠。張国究（200Dは“端了他一盤菜”を例として挙げる。“端！一は“平挙着皐”
　　（平らに上げて持つ）という意味で，K【CK型へもTAKE型へも転びうる。しかし“端了他…一盤菜”
　　は’rAKE型の意味（彼から料理を…服取り上げた）にしかならない。
48　この術語は沈家燈（2000）に由来するようである。
49　Taylor（1997），佐々木（2000）など参照。
50恐らく正しくは＜V÷動量÷DO＞の中にIOが割って入ったと需うべきであろう。授一与型二重脂
　　的語欝造に対して一般的に行われている“劫寅結鈎帯寅活”という分析を，“牧違我丙回銭”の
　　lC講造に対して適爾することは困難であろうと思われる。即ち｛［（牧逗我）菌闘〕銭｝。“倣了我
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　　二十年情人”（隣丙甫2004）なども同様である。
51燭達科は河南，雪原は吉林の作家である。
52古IH（2001）は授与型第三構文のIOを“受者”，取得型第1構文のIOを“授者”と呼び分け，“勾
　　泰”や“脊箏”と岡じレベルの議論になっている。これは古川（200i）の狙いが，記述の抽象度を
　　高めることにはなく，むしろ事態据握の逆転現象が同一スキーマに託される実例の提供にあった
　　からであろう。
53今井（2002）にこの方向の議論が見られる。佐々木（2000）は二重目的語構文において“掌”が授与
　　ではなく取得に向かう理由を中国語の動詞の結果性の乏しさに帰磁させ，結果性の乏しさがr事
　　後所有の発生・・“我”への授与」ではなくf事前所有の消滅篇“我”からの奮取」を引き起こすと
　　いう議論を展開している。しかし，動詞が“了”と数最詞を伴ってなお結果性に欠けるというの
　　は無理があろう。悶題は，動詞個々の意味特徴を超えて成立する強いひ与］の構造義が第1構
　　文に存在せず，動詞句“掌鉗子”にも“我銭”に類する強い［＋与］の構造義が成立していない
　　ことである（第7章例（1）（2）を参照）。上述のように，仁騰（2000）、張国3凱2001，2002）、嚢綴1林（2004）
　　は第1構文の標準語における構文義を，方向未指定の“使鞍移”だとしている。
54　沈家燈（2000b）参照。
55　このような観点は，授与型には囲数を加えることができないが，取得型にはそれが可能であると
　　する雪民伯江（1999）の指摘に符合するかもしれない。即ち，授与型では回数を加えると動詞が管轄
　　しなければならない後方成分が3つに増えて構造的に無理が生じるが，取得型ではそれを2つま
　　でに抑えることができるため，構造的な無理はより少ないという分析である。3．3の議論を参照。
　　ただし，張伯江（1999）の指摘には以下のような反例が存在し，なお調査が必要である。
　　　　　稼既然蛤了娩一次生命，称就得徹得更妊一些，更多一一些。（畢淑敏：血玲瑳）
　　　　　我几乎是看着姑長大的，我己鑑送了地16次生目蛋雛了。（張抗抗：情愛頗廉）
　　“一次生命”は名璽詞句と雷っても通るだろう。また，ヌIS思穎（2003：143）には“眼王送了那介
　　人函次礼物”という例が挙がっている。
56今井（2003）に“我叉了他置本」犀を“我災了二1δ店三本二餅と霧い換えると文の許容度が下がると
　　いう指摘がある。H本語でも「彼の／から本を三冊買った」は自然だが，「本崖の／から本を三
　　柵買った」は「本屋」をr本屋の主入」或いは「擬人化された組織」として読まない限り不自然
　　である。この辺りの事情が取得型第1構文とどう関わるか興味深い。
57筆者のインフt一マントの一人（台北人，30代．大学卒）は，“老王莱了我一掴目椅子”に対し
　　次のような読みを行った。⑦“旧椅子”に骨董贔的価値を認め，売った私の方が損をした。②購
　　入を嫌がる根手に，粘って“旧椅子”を買わせた。パラフレーズしてしまえば，このようなニュ
　　アンスは消える。
58　防丙甫（2004）参照。
59二重巨的語説を支持する隣倹明（2002）はt動詞が“慈共”“一共”によって修飾されるとIOは“的”
　　を伴うことができないことを指摘し，隣丙甫はその理由をt“慈共”“一共”は数蚤句（“数目短襯”）
　　と共起することを求めるが，IOが“的”を伴えば，全体が1つの構造体となり，指示句（“指称
　　短溺”）になってしまうからであると解釈する。そこで“一共吃了他三奈草果”などにおいて，“他
　　互介箪果”は1つの構造体ではなく，別々の2つの成分，即ち二重隠的語であるということになる。
　　しかし，以下のように“一一共”と数墨を含む鮨示句の共起は可能であり，この問題はもう少し調
　　査が必要なように思われる。
　　　　　娩母栄諾生了女也伯姐几蕉，古城逐有…杢妹妹……（胡厭；危机四伏）
　　　　　全城一共オ有那広几家鮪店。（涯難1ネ其：昇乗）
　　　　　我一共看這他闘：臨戊：《得意嫁》利《探母》。（涯瞥棋：云致秋行状）
60李ll缶定（1986：8．13）はGtVE型以外の動詞が“絵”を帯びて二重目的語構文を構成すること自体
　　よく見られる現象ではないと指摘した上で，次のように述べている：“以“写力例，‘他冨姶我
　　…封稽’（‘幼＋給’（2）型），一般都汰内是能筋成立的G姐総我創所牧集鋼納資桝黒，‘写和‘給’
　　組成的句子共有十七条，術‘蛤＋名’在旬末的，有十条，‘蛤＋名P甕幼凋前辺的，有七条，没
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　　有一条是‘劫牽姶’（2）型的。”〔“場”を例に取る。“他鋳姶我一封信”（彼は私に一通の手紙を書
　　いた，“劫＋給”（2）型）は一般に成立するとみなされているが，筆者の収集した資料によれば，“1庵”
　　と“給”で構成された計17例の内，“給＋名”が文末に現れたもの10例，“給＋名”が動詞の前
　　に現れたもの7例で，“幼＋絵”（2）型は一例もない。〕この指摘はそのまま“打屯活”にも該当する。
61関（2001）は“……X萄了一封イ’Si…・・◆（イ霧是）写姶Y的……”というディスコースの展開に注Hし，
　　“埼了一封信”を承けての展開では，“場姶Y”が“姶Y堵”よりも優勢になると指摘している。
62方言の影響があるかもしれない。超栂理は山西省沁水の出身である。
63施美濤（1981）は“寄”が単独で二重饅酌語を取ることを認めているが，朱徳煕（王979）および近年
　　の論文はすべてその成立を否定している。鳥灰株（1992）は“口蔭”（おそらく“北京口語“「）と限
　　った上で．“寄、江、友”に“給”を伴わず二重昌的語を帯びる能力を認めている。
64　（20）を“有…位辺防哉士給女血寄了一所……”としたらどうかという筆者の問いに答え，あるイン
　　フォーマントは，そのようにすると（20）には感じられない“辿防歳士”の“女也”に対する親密さ
　　が感じられると答えた。“寄給了姥……「’で“地”は，小包郵送後の客観的終点として扱われて
　　いるにすぎないが，“給娩寄了……”で“女也”は，郵送前に選び幽された主観的終点として捉え
　　られる。
65｝ludson（1992）参照。このことは中国語に多い「動詞コピー構文」一“他洗衣服洗累了”“イ也牙
　　牟升得根穏”など一の存在とも当然関わって来よう。
66標準語において，第1講文の使用環境は極めて限定されていたが，“香港噂滞”においても第1
　　構文に相当するくV＋DO＋IO＞に使われる動詞は少なく，　Hashimoto（1993）によるとほぼ“界”
　　と“送T’に限られるようである。“戸州旙”では＜V＋DO＋IO＞に出る動詞がもう少し多様で，
　　DOが数量詞を伴っていれば，標準語と同じ語順をとることもある（例えば“イ巨弄我三部1書”〉。
　　この語瀬は標準語の影響を受けた結果であると書われる。黄伯柴主端（1996）参照。
67　“逓”“友”が第王講文を構成した例は第3章例（4）（7）参照。以下に“遠”の例を補充しておく。
　　　　　医生没有嫌駐，給五姉号了1泳……，去賦袋摸索，核娃就忙逓他一弓民作豊紙。（闘達科：家；寺）
　　　　　他笑了笑，遠我一支燗。（隊建功：敬生〉
　　　　　双下巴的主人通我一杯兇了泳水凶“人失羅”弁拍着我的檎膀悦：……（刻心武：洗手＞
68　“放東子上一包火柴”に類する例文がしばしば文法論文に見られるが，標準語に取り込まれては
　　いないと言ってよいであろう。第6章例（24）（25＞参照。
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